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金
義
信
の
墨
跡
「
妙
喜
庵
」
を
め
ぐ
っ
て

―
附
〈
影
印
〉『
拾
遺
扁
額
要
覧
』
―

片　

山　

真
理
子

は
じ
め
に

　

墨
跡
「
妙
喜
庵
」（
図
版
①
）
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
と

明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
朝
鮮
通
信
使
の
写
字
官
と
し
て
来
日
し

た
金
義
信
（
生
没
年
不
詳
）
揮
毫
の
書
で
あ
る（

１
）。
筆
者
は
所
蔵
先
で

あ
る
妙
喜
庵
（
京
都
府
大
山
崎
町
）
で
こ
の
書
を
調
査
し
、
美
術
館

の
展
覧
会
で
出
品
す
る
機
会
を
得
、
そ
の
時
に
は
画
像
と
と
も
に
簡

潔
な
解
説
文
を
冊
子
に
記
録
し
た（

２
）。
そ
の
冊
子
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
も

の
だ
っ
た
の
で
、
金
義
信
そ
の
人
が
日
本
で
書
き
残
し
た
多
く
の
墨

跡
の
紹
介
や
こ
の
一
軸
「
妙
喜
庵
」
の
伝
来
に
つ
い
て
充
分
な
論
を

展
開
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
金
義
信
書
「
妙
喜

庵
」
が
表
千
家
宗
匠
久
田
宗
也
（
一
九
二
五
～
二
〇
一
〇
）
の
は
た

ら
き
に
よ
っ
て
大
山
崎
の
妙
喜
庵
に
も
た
ら
さ
れ
た
事
情
を
記
し
、

（
図
版
①
）
金
義
信
書 

墨
跡
「
妙
喜
庵
」（
妙
喜
庵
蔵
）　

（
図
版
②
）
金
義
信
書 

扁
額
「
妙
喜
世
界
」（
霊
源
院
蔵
）
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ま
た
朝
鮮
通
信
使
と
臨
済
宗
、特
に
建
仁
寺
の
当
時
の
様
子
に
触
れ
、

建
仁
寺
塔
頭
霊
源
院
の
扁
額
「
妙
喜
世
界
」（
図
版
②
）
の
存
在
を

紹
介
す
る
。
さ
ら
に
元
来
墨
跡
「
妙
喜
庵
」
は
か
つ
て
建
仁
寺
に
存

在
し
た
妙
喜
庵
に
宛
て
て
揮
毫
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
禅

林
の
墨
跡
が
名
僧
か
ら
徐
々
に
文
人
も
書
く
よ
う
に
な
り
、
そ
の
な

か
に
は
朝
鮮
通
信
使
の
正
使
を
筆
頭
に
写
字
官
な
ど
が
滞
在
中
に
依

頼
を
受
け
て
揮
毫
し
た
と
思
わ
れ
る
扁
額
が
各
地
の
塔
頭
や
寮
舎
に

残
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
京
都
五
山
と
茶
道
と
は
密
接
し
た
関
わ

り
を
続
け
て
お
り
、
茶
人
た
ち
が
五
山
の
舎
号
と
と
も
に
禅
味
を
有

す
る
墨
跡
を
愛
好
し
、
茶
禅
一
味
の
精
神
を
貫
い
て
い
る
一
例
を
報

告
す
る
。

寛
永
年
間
の
京
都
と
朝
鮮
通
信
使

　

寛
永
年
間
に
は
、
文
禄
・
慶
長
の
役
で
分
断
さ
れ
た
日
朝
の
信
頼

関
係
は
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時

代
の
は
じ
め
に
対
馬
藩
に
よ
っ
た
国
書
改
ざ
ん
が
露
見
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
取
り
潰
し
寸
前
の
危
機
に
瀕
し
た
対
馬
藩
宗
氏
は
家
老
の
柳

川
調
興
や
規
伯
玄
方
を
流
罪
と
さ
れ
、
藩
主
宗
義
成
は
お
咎
め
な
し

と
い
う
決
裁
を
幕
府
か
ら
を
受
け
た（

３
）。
そ
の
後
幕
府
は
対
馬
の
以
酊

庵
に
京
都
五
山
か
ら
碩
学
僧
を
輪
住
さ
せ
て
、
対
朝
鮮
の
外
交
文
書

の
起
草
や
実
務
に
あ
た
ら
せ
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
、
日
本
の
芸
術
文
化
は
後
水
尾
天
皇
は
じ
め
と
す
る
皇
室

サ
ロ
ン
を
中
心
に
展
開
し
、
中
世
以
来
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
京
都
の

町
人
勢
力
と
天
皇
を
中
心
と
す
る
公
家
勢
力
が
幕
藩
体
制
を
強
化
す

る
江
戸
幕
府
に
対
抗
す
る
形
で
古
典
文
芸
、
文
化
の
興
隆
を
生
み
出

し
、
展
開
し
て
い
っ
た
。
初
期
に
は
出
雲
阿
国
や
古
田
織
部
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
桃
山
文
化
の
影
響
を
受
け
た
「
か
ぶ
き
」
の
文
化
が

一
世
を
風
靡
し
た
が
、
元
和
偃
武
後
は
各
階
層
に
お
い
て
様
々
な
サ

ロ
ン
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
表
的
な
人
物
と
し
て
は
、

茶
の
湯
の
千
宗
旦
、
金
森
宗
和
、
小
堀
遠
洲
、
生
け
花
で
は
後
水
尾

天
皇
、
池
坊
専
好
。
文
学
の
三
浦
為
春
、
烏
丸
光
広
な
ど
。
儒
学
は

石
川
丈
山
、
林
羅
山
、
書
道
で
は
寛
永
の
三
筆
（
近
衛
信
尹
・
松
花

堂
昭
乗
・
本
阿
弥
光
悦
）、
や
角
倉
素
庵
。
絵
画
は
俵
屋
宗
達
、
狩

野
探
幽
、
狩
野
山
雪
、
雲
谷
等
益
、
陶
芸
は
野
々
村
仁
清
な
ど
列
挙

す
る
こ
と
に
暇
が
な
い
。
ま
た
当
時
の
建
築
物
と
し
て
は
智
仁
親
王

の
桂
離
宮
、
後
水
尾
天
皇
の
修
学
院
離
宮
な
ど
が
誕
生
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
京
都
は
内
陸
で
あ
り
、
盆
地
と
い
う
立
地
で
充
分

な
水
運
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
乗
る
事
が
出
来
ず
に
経
済
的
に
低
迷
し
、

そ
の
中
心
を
大
坂
に
譲
り
、
後
に
元
禄
文
化
が
花
開
く
事
に
な
る
。

こ
う
し
た
時
代
的
な
背
景
を
考
慮
に
入
れ
、
こ
の
時
代
に
大
船
団
で

や
っ
て
き
た
朝
鮮
通
信
使
は
当
時
展
開
し
て
い
た
芸
術
的
活
動
に
お

い
て
も
異
文
化
交
流
が
ひ
と
つ
の
刺
激
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い（

４
）。
日
本
独
自
の
文
化
と
共
に
朝
鮮
文
化
の
往
来
が
新
た
な
息
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吹
を
吹
き
込
ん
だ
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
並
行
し

て
取
り
込
ま
れ
た
中
国
文
化
と
の
関
わ
り
や
日
本
人
の
趣
向
と
創
意

工
夫
も
ま
た
相
乗
効
果
と
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
強
調
し

て
、
こ
こ
で
は
朝
鮮
通
信
使
に
焦
点
を
当
て
た
論
を
展
開
す
る
。

写
字
官
・
金
義
信
の
額
字

　

さ
て
、
三
字
の
大
書
「
妙
喜
庵
」
を
揮
毫
し
た
人
物
・
金
義
信
は

通
信
使
の
写
字
官
と
い
う
職
位
で
寛
永
二
十
年
と
明
暦
元
年
の
二
度

来
日
し
た
人
物
で
あ
り
、
号
は
雪
峯
で
あ
る
。
二
度
も
来
日
し
た
写

字
官
で
あ
る
が
、
本
国
で
金
義
信
の
人
物
像
を
照
ら
し
た
文
献
や
現

存
す
る
作
例
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
の
は
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う

か（
５
）。
字
の
大
き
さ
か
ら
見
る
と
禅
院
の
堂
舎
な
ど
の
入
り
口
に
掛
け

る
に
相
応
し
い
堂
々
と
し
た
筆
力
の
強
い
書
風
を
特
色
と
し
、
大
字

に
巧
み
な
南
宋
の
張
即
之
（
一
一
八
六
～
一
二
六
六
）
の
厳
格
な
筆

致
を
忠
実
に
受
け
継
い
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
。
脈
絡
に
一
貫
性
と

躍
動
が
あ
り
、
深
い
厚
み
の
あ
る
仕
上
が
り
で
あ
る
が
、
崩
れ
た
と

こ
ろ
や
少
し
も
隙
の
な
い
書
風
は
金
義
信
そ
の
人
の
書
体
と
言
っ
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
張
即
之
の
楷
書
の
法
は
入
宋
日
本
人
僧

の
中
で
張
即
之
の
書
風
を
無
準
師
範
（
一
一
七
七
～
一
二
四
九
）
に

求
め
、
日
本
に
送
り
伝
え
た
も
の
が
あ
る
。
な
か
で
も
額
字
「
栴
檀

林
」
は
東
福
寺
什
宝
と
し
て
も
名
高
い
も
の
と
し
て
襲
蔵
さ
れ
て
き

た
も
の
で
、
そ
の
雄
渾
で
厳
格
な
趣
は
日
本
の
禅
林
文
化
に
お
い
て

珍
重
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
を
規
範
と
す
る
向
き
が
定
ま
っ
た
。
と
こ
ろ

で
朝
鮮
に
お
け
る
書
法
は
書
堂
に
お
け
る
書
の
臨
模
や
印
刷
文
化
の

発
展
に
乗
じ
て
、
宋
や
元
、
明
を
代
表
す
る
文
人
蘇
軾
や
黄
庭
堅
な

ど
の
古
典
的
な
書
風
が
習
熟
さ
れ
、
上
層
階
層
を
中
心
に
古
典
的
素

養
を
身
に
つ
け
、
こ
と
の
ほ
か
学
問
を
貴
ぶ
気
風
は
さ
ら
に
こ
れ
を

深
め
さ
せ
た
。
朝
鮮
通
信
使
の
隨
員
に
選
ば
れ
た
学
士
た
ち
は
当
然

そ
う
し
た
教
養
を
充
分
に
修
得
し
た
者
ば
か
り
で
あ
り
、
特
に
写
字

官
と
い
う
職
位
で
来
日
し
た
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
書
法
を
巧
み
に
書
き

分
け
た
書
法
に
お
け
る
文
才
の
精
粋
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
日
本
の
各
地
の
寺
院
で
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
額
字
は
五
十

程
を
数
え
る
。
と
は
い
っ
て
も
全
国
の
扁
額
調
査
は
網
羅
的
に
調
査

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
未
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
年
々
そ
の

実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
も
新
た
に
数
を
加
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
状
で
確
認
で
き
る
金
義
信
の
筆
に
よ
っ
た

扁
額
は
十
余
枚
で
あ
る
（
表
①
）。
な
か
で
「
海
上
禅
林
」（
東
禅
寺
）

や
「
金
湯
山
」（
早
雲
寺
）
の
扁
額
は
江
戸
時
代
後
期
の
『
東
都
名

所
図
会
』『
東
海
道
名
所
図
会
』
の
な
か
で
も
そ
の
存
在
が
紹
介
さ

れ
て
お
り
、
発
刊
当
時
か
ら
朝
鮮
の
雪
峯
が
揮
毫
し
た
も
の
と
の
認

識
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
朝
鮮
通
信
使
関
係
の
扁
額
全
体

の
割
合
か
ら
す
る
と
金
義
信
に
よ
っ
た
も
の
が
最
も
多
数
で
あ
り
、

そ
の
理
由
は
通
信
使
、
写
字
官
で
二
度
来
日
し
た
も
の
は
金
義
信
の
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ほ
か
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
額
字
の
ほ
か
に
金
明
国
画
の
「
寿

老
人
図
」
の
賛
や
「
朝
鮮
人
詩
歌
帳
」（
と
も
に
大
和
文
華
館
）
に

も
金
義
信
の
手
に
な
る
書
芸
の
作
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
通
信
使
一

行
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
現
存
作
例
は
比
較
的
多
い
事
が
言
え

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
八
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
松
平
定
信
（
一

七
五
八
～
一
八
二
九
）
が
編
纂
し
た
『
集
古
十
種
』「
扁
額
之
部
」

に
は
三
六
九
枚
の
額
字
の
印
影
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
金
義
信
の
額
字

は
見
当
た
ら
な
い
。
朝
鮮
人
、
朝
鮮
通
信
使
と
し
て
は
た
だ
一
枚
掲

載
さ
れ
る
の
は
金
義
信
の
後
、
一
六
八
二
年
に
来
日
し
た
写
字
官
李

三
錫
の
額
字
「
玉
島
山
」（
東
京
都
葛
飾
区
多
田
薬
師
堂
）
で
あ
り
、

空
海
や
後
水
尾
天
皇
ら
宸
筆
等
と
と
も
に
所
載
さ
れ
て
い
る
。
彼
の

「
玉
島
山
」が
そ
の
他
を
外
し
て
選
ば
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

李
三
錫
（
雪
月
堂
）
の
扁
額
が
あ
る
江
戸
と
い
う
地
縁
と
み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
同
じ
雪
月
堂
の
扁
額
が
秀
吉
夫
人
の
北
政
所
が
開
創
し

た
高
台
寺
（
臨
済
宗
建
仁
寺
派
）
開
山
堂
に
も
「
法
雲
」
が
あ
り
、

当
時
と
し
て
も
名
高
い
名
刹
で
あ
る
高
台
寺
の
扁
額
よ
り
も
玉
島
山

が
選
ば
れ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
そ
の
文
字
自
身
に
備
わ
っ
た
気

風
が
好
ま
れ
た
と
解
釈
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い（

６
）。
い
ず
れ
に
し
て

も
『
集
古
十
種
』
の
編
纂
事
業
は
朝
鮮
通
信
使
を
意
識
し
た
も
の
で

は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
全
国
に
正
使
は
じ
め
従
事
官
や
製
述
官
が
揮
毫
し
た

額
字
も
散
見
で
き
、
朝
鮮
通
信
使
が
日
本
で
描
い
た
絵
画
同
様
に
画

員
で
な
い
者
も
時
に
は
絵
筆
を
握
っ
た
様
子
と
も
似
通
っ
た
一
面
を

見
ら
れ
、
興
味
深
い
。

二
つ
の
妙
喜
庵

　

墨
跡
「
妙
喜
庵
」
に
は
「
癸
未
季
夏
上
浣
朝
鮮
國
上
護
軍
雪
峯
書

印
」
と
読
め
る
落
款
が
あ
る
（
図
版
①
）。
二
度
来
日
し
た
金
義
信

で
あ
る
が
、
こ
の
落
款
部
分
も
金
義
信
の
筆
跡
と
す
る
な
ら
ば
、
は

（
表
①
）
金
義
信
揮
毫
に
よ
る
扁
額
と
そ
の
所
在

扁
額
文
字

所
蔵

宗
派

所
在
地

①

華
蔵
世
界

開
山
堂

臨
済
宗 

建
仁
寺
派

京
都
市
東
山
区

②

妙
喜
世
界

霊
源
院

臨
済
宗 

建
仁
寺
派

京
都
市
東
山
区

③

神
撫
山

禅
昌
寺

臨
済
宗 

南
禅
寺
派

兵
庫
県
神
戸
市

④

禅
昌
寺

禅
昌
寺

臨
済
宗 

南
禅
寺
派

兵
庫
県
神
戸
市

⑤

金
湯
山

早
雲
寺

臨
済
宗 

大
徳
寺
派

神
奈
川
県
箱
根
町

⑥

方
丈

早
雲
寺

臨
済
宗 

大
徳
寺
派

神
奈
川
県
箱
根
町

⑦

海
上
禅
林

東
禅
寺

臨
済
宗 

妙
心
寺
派

東
京
都
港
区
高
輪

⑧

曹
渓

東
禅
寺

臨
済
宗 

妙
心
寺
派

東
京
都
港
区
高
輪

⑨

萬
松
山

龍
潭
寺

臨
済
宗 

妙
心
寺
派

静
岡
県
浜
松
市

⑩

龍
潭
寺

龍
潭
寺

臨
済
宗 

妙
心
寺
派

静
岡
県
浜
松
市

⑪

江
國
寺

江
国
寺

臨
済
宗 

妙
心
寺
派

滋
賀
県
彦
根
市
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じ
め
の
一
六
四
三
年
（
癸
未
）
の
夏
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う（
７
）。
ま
た
、

墨
跡
「
妙
喜
庵
」
と
同
じ
筆
跡
の
「
妙
喜
世
界
」
扁
額
が
建
仁
寺
塔

頭
霊
源
院
に
存
在
す
る
（
図
版
②
）
の
だ
が
、同
じ
く
左
端
に
は
「
雪

峯
書
」
と
あ
る
。
で
は
こ
こ
に
共
通
す
る
金
義
信
の
書
と
「
妙
喜
」

の
二
文
字
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

墨
跡
の
所
蔵
先
で
あ
る
大
山
崎
の
妙
喜
庵
は
臨
済
宗
東
福
寺
荘
厳

院
の
末
寺
で
、
も
と
は
連
歌
師
の
山
崎
宗
鑑
（
一
四
六
五
～
一
五
五

四
）
の
屋
敷
で
あ
り
、
宗
鑑
亡
き
後
、
明
応
年
間
（
一
四
九
二
～
一

五
〇
一
）
に
春
嶽
士
芳
に
譲
ら
れ
、
禅
刹
妙
喜
庵
が
建
立
さ
れ
た
と

伝
わ
る
。
千
利
休
が
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
二
畳
隅
炉
の
茶
室「
待
庵
」

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

　

一
方
の
扁
額
が
掲
げ
ら
れ
る
建
仁
寺
山
内
の
霊
源
院
は
も
と
霊
泉

院
と
い
い
、
そ
の
所
在
地
は
は
じ
め
両
足
院
の
東
に
あ
り
、
元
和
二

年
（
一
六
一
六
）
に
大
中
院
の
北
に
移
り
、
そ
し
て
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
現
在
地
で
あ
る
妙
喜
庵
の
旧
跡
へ
移
転
し
て
い
る
。
建
仁

寺
の
妙
喜
庵
に
つ
い
て
は
そ
の
開
基
で
あ
る
中
巌
圓
月
（
一
三
〇
〇

～
一
三
七
五
）
は
当
代
き
っ
て
の
名
僧
で
遺
作
に
『
東
海
一
漚
集
』、

『
文
明
軒
雑
談
』
な
ど
が
あ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
宋
学
は
こ
れ
に

負
う
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
五
山
の
学
僧
中
、
一
人
も
及
ぶ
も
の

が
な
か
っ
た
と
い
う
彼
で
あ
る
が
、
性
来
激
烈
な
理
想
主
義
者
で
、

「
識
見
高
慢
」
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
の
禅
林
の
気
風
に
あ
わ
ず
、

波
乱
曲
折
に
と
ん
だ
孤
高
の
一
生
で
あ
っ
た
と
い
う（

８
）。
転
居
多
数
の

中
巌
圓
月
。他
界
す
る
間
際
ま
で
遇
し
た
庵
は
万
寿
寺
東
北
隅
の「
妙

喜
世
界
」
で
あ
り
、
寂
し
た
後
、
門
人
が
建
仁
の
「
妙
喜
世
界
」
を

塔
所
と
し
た
。
こ
の
建
仁
寺
妙
喜
庵
は
中
巌
圓
月
開
基
の
後
、
明
治

六
年
ま
で
ど
の
よ
う
な
過
程
を
た
ど
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
世
紀

後
半
に
描
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
東
山
建
仁
寺
全
図
」
に
は
現
在
の

霊
源
院
が
立
つ
場
所
は
妙
喜
庵
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
霊
源
院

が
移
っ
て
く
る
明
治
初
頭
の
頃
は
ち
ょ
う
ど
政
府
が
推
し
進
め
た
廃

仏
毀
釈
の
頃
と
合
致
す
る（

９
）。

　

と
こ
ろ
が
『
拾
遺
扁
額
要
覧
』（
一
八
四
三
）
に
は
建
仁
寺
塔
頭

霊
洞
院
に
扁
額
「
妙
喜
世
界
」
が
存
在
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
P. 

１２３
⑪
）
当
時
建
仁
寺
山
内
に
は
幾
枚
も
の
朝
鮮
人
の
筆
に
な
る

扁
額
が
存
在
し
た
よ
う
で
、金
義
信
（
雪
峯
）
の
場
合
は
「
清
涼
軒
」

「
清
住
院
」
に
も
妙
喜
庵
の
廃
絶
後
に
隣
接
す
る
塔
頭
の
霊
洞
院
が

預
か
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
な
お
霊
源
院
と
霊
洞
院

は
似
通
っ
た
字
面
の
院
号
で
あ
る
た
め
、
執
筆
、
編
集
の
際
の
誤
認

お
よ
び
誤
記
の
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
の
二
つ
の
妙
喜
庵
は
同
じ
京
都
五
山
で
あ
る
東
福
寺
派

と
建
仁
寺
派
の
塔
頭
で
あ
り
、
そ
の
妙
喜
庵
の
確
定
は
難
航
を
極
め

る
。
な
ぜ
な
ら
金
義
信
が
来
日
し
た
一
六
四
三
年
（
釣
天
永
浩
（
建

仁
寺
）
／
周
南
円
旦
（
東
福
寺
）、
一
六
五
五
年
は
茂
源
紹
柏
（
建

仁
寺
）
／
九
岩
中
達
（
建
仁
寺
）
が
朝
鮮
通
信
使
の
接
判
僧
の
任
を

預
か
っ
て
対
馬
か
ら
江
戸
の
往
来
を
共
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
東
福
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寺
、
建
仁
寺
派
の
両
派
か
ら
一
六
四
三
年
か
ら
一
六
五
五
年
の
間
、

対
馬
以
酊
庵
に
輪
番
し
、
当
地
で
執
務
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
拾
遺

扁
額
要
覧
』
の
東
福
寺
の
項
に
「
妙
喜
庵
」
は
見
ら
れ
な
い
が
末
部

に
「
当
山
朝
鮮
人
筆
多
略
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
P. 

１２２
④
）

朝
鮮
通
信
使
の
書

　

禅
宗
寺
院
で
塔
頭
、寮
舎
が
盛
ん
に
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

そ
こ
に
掛
け
る
扁
額
の
需
要
が
生
じ
、
前
述
の
よ
う
に
当
初
は
名
僧

に
依
頼
し
て
い
た
が
、
徐
々
に
文
人
が
書
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ

れ
る）

（（
（

。
元
来
、
鎌
倉
時
代
に
宋
・
元
代
の
禅
宗
の
伝
来
と
と
も
に
、

そ
の
精
神
を
重
視
す
る
自
由
闊
達
で
人
間
味
に
富
む
書
体
で
揮
毫
さ

れ
た
禅
宗
の
書
が
よ
ろ
こ
ば
れ
、
室
町
時
代
の
茶
道
で
も
禅
林
の
墨

跡
が
茶
席
第
一
の
も
の
と
し
て
存
在
感
を
強
め
て
い
っ
た
。
一
休
宗

純
（
一
三
九
四
～
一
四
八
一
）
は
じ
め
幾
多
の
禅
僧
が
そ
れ
ら
の
墨

跡
を
残
し
、『
碧
巌
録
』
や
『
臨
済
録
』
な
ど
の
禅
語
録
を
中
心
と

し
た
も
の
に
出
典
を
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
一
行
物
の
書
軸
が
今

日
も
茶
席
の
床
に
掛
け
替
え
ら
れ
て
い
る
。
法
を
重
視
し
た
墨
跡
の

書
風
は
豪
放
で
力
あ
る
も
の
を
最
上
の
も
の
と
し
た
中
国
宋
・
元
の

禅
宗
の
書
、
鎌
倉
・
京
都
五
山
、
大
徳
寺
、
妙
心
寺
の
禅
僧
の
書
。

そ
れ
か
ら
一
七
世
紀
中
期
に
日
本
へ
渡
っ
て
き
た
黄
檗
の
僧
（
隠
元

・
木
庵
・
即
非
）
の
黄
檗
の
三
筆
、
日
本
へ
来
日
し
た
明
使
、
そ
し

て
朝
鮮
通
信
使
の
書
で
あ
る
。

　

日
本
に
や
っ
て
き
た
外
交
使
節
の
う
ち
、
明
使
は
室
町
時
代
に
幕

府
所
在
の
京
都
に
滞
在
し
て
い
る
。
明
使
の
な
か
で
方
梅
厓
に
よ
っ

た
扁
額
は
大
徳
寺
塔
頭
の
龍
源
院
や
妙
顕
寺
な
ど
で
見
る
こ
と
が
出

来
る
が
、
桃
山
、
江
戸
時
代
は
外
国
か
ら
の
使
節
は
朝
鮮
通
信
使
と

琉
球
、
オ
ラ
ン
ダ
使
節
と
な
り
、
来
日
し
た
異
国
の
使
節
団
の
う
ち

で
朝
鮮
人
が
額
字
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

　

寛
永
年
間
の
相
国
寺
僧
の
日
録
『
隔
蓂
記
』（
寛
永
二
十
一
年
三

月
条
）
に
は
、
鳳
林
承
章
（
一
五
九
三
～
一
六
六
八
）
が
花
坊
正
音

な
る
者
よ
り
金
義
信
の
書
軸
「
明
月
軒
」
を
借
用
し
て
お
り
、
相
国

寺
に
お
い
て
金
義
信
の
書
が
披
見
さ
れ
て
い
る
。
鳳
林
承
章
が
朝
鮮

通
信
使
に
関
心
を
持
ち
、
一
行
の
行
列
の
様
子
な
ど
を
観
に
行
っ
た

様
子
は
一
六
三
六
年
か
ら
一
六
六
八
年
の
間
に
書
か
れ
た『
隔
蓂
記
』

に
よ
れ
ば
一
六
三
六
年
、
一
六
四
三
年
、
一
六
五
五
年
の
三
度
確
認

で
き
る）

（（
（

。
と
こ
ろ
が
額
字
の
揮
毫
の
依
頼
を
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
、
相
国
寺
山
内
に
は
今
の
と
こ
ろ
金
義
信
の
扁
額
は

見
当
た
ら
な
い
。

　

そ
れ
で
は
こ
の
「
明
月
軒
」
は
ど
の
よ
う
な
目
的
に
揮
毫
さ
れ
た

と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。「
軒
」
と
い
う
の
は
、
軒
号
、
寺
号
、

雅
号
な
ど
に
用
い
ら
れ
、
院
号
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
場
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
茶



― 118 ―

室
の
軒
名
で
あ
り
、
そ
の
扁
額
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
揮
毫
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

扁
額
と
書
軸

　

『
拾
遺
扁
額
要
覧
』に
は
大
山
崎
の
妙
喜
庵
は
掲
載
さ
れ
な
い
が
、

同
じ
作
者
で
三
年
前
に
発
行
さ
れ
た
『
山
州
扁
額
』
で
「
山
崎 

妙

喜
庵 

東
福
東
舟　

同
待
ア
ン
芳
叔　

フ
ス
マ
永
徳
」
と
あ
り
、
扁

額
に
つ
い
て
の
「
妙
喜
庵
」
の
掲
載
は
な
い
。（
図
版
③
）
金
義
信

の
書
の
額
で
あ
っ
て
も
な
ぜ
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
書
軸
と
し
て
床
飾
り
に
掛
け
る
墨
跡
に
し
て
は
庵
の
字
は
不

相
応
で
あ
る
。
そ
し
て
妙
喜
庵
の
書
院
に
は
東
福
寺
の
南
宗
流
と
い

う
書
道
の
開
祖
の
も
の
で
あ
る
と
の
伝
承
を
持
つ
扁
額
「
妙
喜
庵
」

（
室
町
時
代
）
の
扁
額
が
掛
か
っ
て
い
る
。『
山
州
扁
額
』
の
「
東

福
東
舟
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

先
に
鳳
林
和
尚
が
「
明
月
軒
」
の
書
軸
を
鑑
賞
す
る
段
で
は
扁
額

を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
推
論
を
紹
介
し
た
。
す
な
わ
ち

元
々
扁
額
を
目
的
と
し
た
墨
跡
と
想
定
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
来
日
す
る
朝
鮮
通
信
使
は
滞
在
期
間
中
、
京
都
五
山
僧
を
頼
り

に
交
流
を
な
し
て
お
り
、
禅
宗
寺
院
で
修
業
し
た
僧
侶
ら
が
漢
字
を

得
意
と
す
る
通
信
使
一
行
に
扁
額
揮
毫
を
求
め
る
行
為
は
自
然
で
あ

り
、
ま
た
そ
の
交
流
の
確
か
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
大
山
崎

の
妙
喜
庵
に
「
明
月
堂
」
と
い
う
名
の
茶
室
が
待
庵
と
背
中
合
わ
せ

に
存
在
す
る
（
明
治
時
代
ま
で
旧
来
の
茶
室
が
あ
り
、
現
存
す
る
も

の
は
昭
和
の
新
築
と
い
う
）
が
、
軒
と
堂
の
一
字
の
違
い
が
あ
り
、

お
そ
ら
く
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
別
の
茶
室
に
向
け
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
扁
額
と
書
軸
は
茶
室
の
内
と
外
を
禅
味
あ
ふ
れ
る
空
間
と
し
て

演
出
す
る
為
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
茶
の
行
い
に
お
い
て

も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
図
版
③
）
葭
中
晴
雲
堂
『
山
州
扁
額
』
部
分
（
１
８
４
５
年
）　

〈
土
居
次
義
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
京
都
工
芸
繊
維
大
学
附
属
図
書
館 

蔵
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久
田
宗
匠
と
妙
喜
庵

　

表
千
家
宗
匠
・
久
田
宗
也
は
茶
の
道
と
と
も
に
朝
鮮
文
化
を
愛
好

し
、
学
者
と
し
て
も
高
麗
茶
碗
の
研
究
論
文
を
記
す
な
ど
、
茶
と
い

う
関
わ
り
か
ら
高
麗
美
術
館
（
京
都
市
北
区
）
の
理
事
も
勤
め
た
人

で
あ
る）

（（
（

。
そ
の
人
柄
は
清
雅
で
情
味
厚
く
、
宗
匠
を
慕
う
人
は
彼
の

門
徒
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。

　

生
前
、
偶
然
に
大
山
崎
の
妙
喜
庵
に
つ
い
て
話
を
う
か
が
う
機
会

が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
妙
喜
庵
」
な
る
書
軸
が
伝
わ
る
と
の
こ
と
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
時
に
は
聞

き
そ
び
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
長
ら
く
し
て
、
朝
鮮
通
信
使
研
究

の
大
著
『
大
系
・
朝
鮮
通
信
使
』
所
載
の
こ
の
軸
装
「
妙
喜
庵
」
を

本
の
上
で
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
る
間
に
地
元
の
京
都
で
「
朝
鮮
通
信

使
と
京
都
」と
い
う
展
覧
会
を
開
催
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
、

大
山
崎
町
教
育
委
員
会
を
経
て
妙
喜
庵
住
職
と
相
談
し
て
、
そ
の
機

会
は
現
実
と
な
っ
た
。
住
職
の
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
軸
は
久
田
宗
匠

が
縁
者
か
ら
市
場
に
出
た
と
の
報
を
受
け
、
自
ら
の
財
で
道
具
商
か

ら
購
入
し
、
妙
喜
庵
へ
寄
贈
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
と
い
う
。
久
田
宗

匠
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
美
談
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
匠
亡
き
今
と
な

っ
て
は
以
前
の
来
歴
や
い
つ
頃
の
出
来
事
で
あ
る
か
は
確
認
で
き
な

い
。

む
す
び

　

以
上
、
知
り
得
た
情
報
を
書
き
連
ね
、
試
論
を
展
開
し
た
。
本
稿

を
纏
め
る
中
で
京
都
工
芸
繊
維
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
扁
額
要

覧
拾
遺
』
の
存
在
を
知
り
、
調
査
す
る
機
会
を
得
た
の
は
大
き
な
収

穫
で
あ
っ
た
。
末
部
に
掲
載
し
て
供
覧
を
請
う
も
の
と
す
る
。

　

茶
禅
一
味
。
金
義
信
書
の
墨
跡
「
妙
喜
庵
」
を
め
ぐ
っ
て
、
禅
文

化
が
漢
文
を
認
め
る
た
め
書
道
文
化
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
こ
と
と
、
ま
た
茶
道
文
化
の
一
端
を
担
っ
て
き
た
こ
と
が
具
に

確
認
で
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
同
時
に
当
時
の
異
文
化
交
流
の
最
先

端
の
事
例
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
山
崎
の
妙
喜
庵
へ
こ
の
軸
を
も

た
ら
し
た
昭
和
の
茶
人
・
久
田
宗
也
の
行
動
は
彼
の
茶
へ
の
質
実
な

態
度
の
表
れ
と
朝
鮮
文
化
へ
の
深
い
慈
し
み
、
そ
し
て
宗
匠
一
流
の

風
流
と
も
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

 

（
か
た
や
ま 

ま
り
こ 

元 

高
麗
美
術
館
研
究
所
研
究
員
）

註
（
１
） 

辛
基
秀
・
仲
尾
宏
編
『
大
系
・
朝
鮮
通
信
使
』
第
三
巻
八
六
頁 

明
石
書
店
一
九
九
五
年

　

（
２
） 

高
麗
美
術
館
特
別
展
『
朝
鮮
通
信
使
と
京
都
』
図
録
六
六
頁 

高

麗
美
術
館
二
〇
一
三
年

　

（
３
） 
上
村
観
光
『
禅
林
文
藝
史
譚
』「
徳
川
初
期
の
朝
鮮
通
、規
伯
玄
方
」

一
三
五
九
～
一
三
七
八
頁
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（
４
） 

仲
尾
宏
「『
隔
蓂
記
』
の
時
代
と
朝
鮮
通
信
使
」『
木
野
評
論
』
一

七
号
京
都
精
華
大
学
紀
要
一
九
八
六
年

　

（
５
） 
呉
世
昌
『
槿
域
書
画
徴
』
国
書
刊
行
会
一
九
七
一
年
に
「
金
義
信 

號
雪
峰
。
金
海
人
。
写
字
官
。
中
部
参
謀
。
善
書
（
東
國
文
献
筆

苑
編
）（
燃
藜
室
別
集
）
孝
宗
六
年
乙
未
。
趙
珩
・
兪
瑒
・
南
龍

翼
通
信
使
行
之
写
字
官
。（
南
壺
谷
扶
桑
録
）
義
成
為
平
戸
守
。

要
得
写
字
官
及
画
員
。
暫
送
金
義
信
・
韓
時
覚
等
。
自
此
到
処
請

送
。以
為
自
己
顔
面
求
之
者
。画
夜
填
擁
。書
画
人
等
。不
勝
其
苦
。

亦
不
勝
其
喜
矣
。（
南
壺
谷
扶
桑
録
）
寛
永
二
十
年
。
與
金
明
国

・
李
起
龍
。
為
通
信
使
随
員
（
古
画
備
考
）」
と
あ
る
の
み
。

　

（
６
） 

京
都
府
教
育
委
員
会
編
『
重
要
文
化
財
高
台
寺
開
山
堂
修
理
工
事

報
告
書
』
八
～
一
〇
頁
に
は
「
額　

法
雲　

横
額　

雪
月
堂
筆
」

と
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
五
年
三
月
現
在
に
も
高
台
寺
開
山
堂
堂

内
中
央
奥
に
「
法
雲 

雪
月
堂
」
と
読
め
る
扁
額
が
掛
か
る
（
筆

者
識
）。

　

（
７
） 

辛
基
秀
・
仲
尾
宏
編
『
大
系
・
朝
鮮
通
信
使
』
第
三
巻
８６
頁 

明

石
書
店
一
九
九
五
年
に
は
「
一
六
五
五
（
明
暦
元
）
年
の
写
字
官

・
金
義
信
の
雄
渾
の
書
は
、
扁
額
と
さ
れ
た
。」
と
あ
る
の
は
癸

未
に
あ
た
る
一
六
四
三
年
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
落
款
部
分
が
そ

の
当
時
金
義
信
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
検
討
の
余

地
を
残
し
て
い
る
。

　

（
８
） 

今
枝
愛
真
『
禅
宗
の
歴
史
』
至
文
堂
、
一
九
六
二
年
一
三
〇
頁

　

（
９
） 

小
出
裕
子
『
近
世
建
仁
寺
境
内
に
お
け
る
宅
地
開
発
と
参
詣
空
間

の
成
立
に
つ
い
て
』
京
都
工
芸
繊
維
大
学
大
学
院
博
士
論
文
二
〇

〇
二
年
に
は
江
戸
時
代
の
建
仁
寺
寺
内
と
そ
の
周
辺
を
描
い
た

「
東
山
建
仁
寺
全
図
」（
建
仁
寺
文
書
を
も
と
に
作
成
、
永
井
規

男
氏
言
よ
っ
た
も
の
）
を
一
八
世
紀
後
半
の
も
の
と
し
て
取
り
上

げ
て
い
る
。

　

（
10
） 

海
老
根
聡
郎
「
研
究
資
料 

方
梅
厓
―
人
と
作
品
―
」『
國
華
』
一

三
七
五
号
、
二
〇
一
一
年
参
照

　

（
11
） 

仲
尾
宏
「『
隔
蓂
記
』
の
時
代
と
朝
鮮
文
化
」『
朝
鮮
通
信
使
の
軌

跡 

増
補
・
前
近
代
の
日
本
と
朝
鮮
』
明
石
書
店
、
一
九
八
九
年

に
は
そ
の
模
様
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　

（
12
） 

久
田
宗
也
「
高
麗
茶
碗
と
茶
の
湯
」『
高
麗
茶
碗
―
論
考
と
資
料
』

高
麗
茶
碗
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年

〈
参
考
文
献
〉

・
佐
賀
東
周
『
東
山
建
仁
略
寺
誌
』
建
仁
寺
、
一
九
一
三
年

・
東
福
禅
寺
『
東
福
寺
誌
』
東
福
寺
、
一
九
三
〇
年

・
黒
木
拝
石
／
荻
野
謙
堂
『
書
学
新
講
』
雄
山
閣
、
一
九
三
七
年

・
伊
藤
東
慎
『
黄
龍
遺
稿
』
両
足
院
、
一
九
四
七
年

・
吉
川
一
郎
『
大
山
崎
史
叢
考
』
創
元
社
、
一
九
五
三
年

・
今
枝
愛
真
『
禅
宗
の
歴
史
』
至
文
堂
、
一
九
六
二
年

・
久
松
真
一
『
久
松
真
一
著
作
集
第
四
巻 

茶
道
の
哲
学
』
理
想
社
、
一
九

七
三
年

・
秦
恒
平
／
伊
藤
東
慎
『
古
寺
巡
礼 

京
都
６
建
仁
寺
』
淡
交
社
、
一
九
七

六
年

・
大
岡
信
／
福
島
俊
翁
『
古
寺
巡
礼 

京
都
18
東
福
寺
』
淡
交
社
、
一
九
七
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七
年

・
松
下
隆
章
／
崔
淳
雨
『
水
墨
画
美
術
体
系
―
李
朝
の
水
墨
画
』
講
談
社
、

一
九
七
七
年

・
堀
江
知
彦
『
茶
掛
け
の
書
』
東
京
書
籍
株
式
会
社
、
一
九
七
七
年

・
東
京
国
立
博
物
館
『
日
本
の
書
』
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
七
八
年

・
千
宗
左
ほ
か
『
茶
道
の
源
流　

第
四
巻
遺
墨
・
茶
杓
篇
』
淡
交
社
、
一
九

八
三
年

・
安
輝
濬
『
韓
国
絵
画
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年

・
大
和
文
華
館
『
大
和
文
華
館
所
蔵
品
図
版
目
録
八
絵
画
・
書
籍
（
中
国
・

朝
鮮
編
）』
大
和
文
華
館
、
一
九
八
八
年

・
仲
尾
宏
『
朝
鮮
通
信
使
の
奇
跡
―
増
補
・
前
近
代
の
日
本
と
朝
鮮
』
明
石

書
店
、
一
九
八
九
年

・
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
『
大
山
崎
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
（５
集
―

妙
喜
庵
』
大
山
崎
町
教
育
委
員
会
、
一
九
九
七
年

・
西
村
圭
子
「
対
馬
宗
家
の
近
世
朝
鮮
貿
易
に
関
わ
る
以
酊
庵
史
料
に
つ
い

て
―
建
仁
寺
両
足
院
所
蔵
文
書
を
中
心
に
」『
史
艸
』
三
八
号
日
本
女
子

大
学
史
学
研
究
会
、
一
九
九
七
年

・
萩
信
雄
／
信
廣
友
江
『
茶
掛
を
読
む[

弐]

墨
跡
』
講
談
社
、
一
九
九
七
年

・
京
都
国
立
博
物
館
『
京
都
最
古
の
禅
寺
建
仁
寺
』
読
売
新
聞
大
阪
本
社
、

二
〇
〇
二
年

・
岡
部
良
一
「
満
願
寺
朝
鮮
扁
額
と
そ
の
由
来
」『
歴
史
と
神
戸
』
二
三
〇

神
戸
史
学
会
、
二
〇
〇
二
年

・
伊
藤
東
文
『
両
足
院
―
そ
の
歴
史
と
文
化
財
―
』
両
正
院
、
二
〇
〇
三
年

・
京
都
国
立
博
物
館
『
亀
山
法
皇
七
〇
〇
年
御
忌
記
念 

南
禅
寺
』
朝
日
新

聞
社
、
二
〇
〇
四
年

・
木
田
章
義
／
宮
紀
子
『
両
足
院
―
学
問
と
外
交
の
奇
跡
―
』
京
都
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
国
語
学
国
文
学
研
究
室
、
二
〇
〇
六
年

・
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
『
も
の
と
人
は
船
に
乗
っ
て
～
ひ
ょ
う
ご
の
港
め

ぐ
り
～
』
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
〇
九
年

・
仲
尾
宏
『
日
朝
関
係
史
論 

朝
鮮
通
信
使
の
足
跡
』
明
石
書
店
、
二
〇
一

一
年

・
大
本
山
東
福
寺
『
東
福
寺
の
国
宝
』
大
本
山
東
福
寺
、
二
〇
一
一
年

・
能
仁
晃
道
『
大
蔵
寺
と
大
解
宗
脱
和
尚
』
大
蔵
院
、
禅
文
化
研
究
所
、
二

〇
一
二
年

〈
謝
辞
〉
な
お
、
本
稿
を
記
す
に
当
た
り
所
蔵
者
各
位
、
林
亨
氏
、
岡
部
良

一
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
識
者
か
ら
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
っ
た
。

〈
影
印
〉『
拾
遺
扁
額
要
覧
』

　

編
著
…
葭
中
晴
雲
堂
易
得
子

　

年
期
…
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

　

発
刊
…
中
川
文
林
堂

　

所
蔵
…
京
都
工
芸
繊
維
大
学
附
属
図
書
館

　

分
類
…
貴
重
書

　

以
前
の
所
蔵
者
…
土
居
次
義
（
一
九
〇
六
～
一
九
九
一 

美
術
史
家
）

　

そ
の
他
…
帙
入
折
本 

両
面
木
版
刷　

裏
表
五
十
折

　

一
折
…
18
・
３
×
８
・
４
㎝
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こ
の
う
ち
、
朝
鮮
通
信
使
と
見
做
せ
る
も
の
は
次
の
と
お
り
。

①
二　

西
山 

西
芳
寺　

朝
セ
ン　

斎
（
安
慎
徽
、一
六
八
二
年
来
日
）

②
ト　

東
福
寺　

当
山
朝
鮮
人
筆
多
略
之

③
リ　

竜
安
寺　

宜
春
院　

朝
セ
ン　

梅
隠
（
全
榮
、
一
六
三
六
年
来
日
）

④
カ　

高
台
寺　

法
雲　

朝
セ
ン　

雪
月
堂
（
李
三
錫
、
一
六
八
二
年
来
日
）

⑤
タ　

大
徳
寺　

徳
禅
寺　

朝
セ
ン　

浦
翁
（
不
明
）

⑥
〃　

〃　
　
　

金
竜
院　

〃　
　

黄
龔
（
不
明
）

⑦
ケ　

建
仁
寺　

大
竜
庵　

松
雲
大
師
（
一
六
〇
四
年
来
日
）

⑧
〃　

〃　
　
　

永
源
院　

朝
鮮　

貝
谷
（
不
明
）

⑨
〃　

〃　
　
　

久
昌
院　

〃　
　

雪
月
堂　

⑩
〃　

〃　
　
　

両
足
院　

〃　
　

斎

⑪
〃　

〃　
　
　

知
足
院　

〃　
　

〃

⑫
〃　

〃　
　
　

大
統
院　

〃　
　

梅
隠

⑬
〃　

〃　
　
　

正
傳
院　

〃　
　

〃

⑭
〃　

〃　
　
　

西
来
院　

〃　
　

甘
露
門　

上
同　

清
川
（
不
明
）
漸
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佳
境

⑮
〃　

〃　
　
　

清
涼
軒　

〃 

雪
峯
（
金
義
信
、
一
六
四
三
、
一
六
五

五
来
日
）
方
丈
内
二
有

⑯
〃　

〃　
　
　

清
住
院　

〃　
　

〃　
　

真
照

⑰
〃　

〃　
　
　

霊
洞
院　

〃　
　

〃　
　

妙
喜
世
界

⑱
キ　

金
閣
寺　

夕
佳
亭　

朝
セ
ン　

白
雲
（
不
明
）

⑲
メ　

妙
心
寺　

麟
祥
院　

梅
隠

⑳
シ　

城
東
寺　

建
仁
寺
マ
チ
松
原
下　

斎

㉑
〃　

相
国
寺　

長
徳
院　

朝
鮮
蒼
（
不
明
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

た
だ
し
栂
尾
や
南
禅
寺
に
は
朝
セ
ン
と
記
さ
れ
な
い
「
雪
峯
」
も
あ
り
、
こ

こ
で
は
福
建
省
出
身
の
黄
檗
宗
の
渡
来
僧
即
非
如
一
（
一
六
一
六
～
一
六
七

一
）の
号
と
見
做
す
こ
と
と
し
た
。配
置
は
右
上
右
下
左
上
左
下
の
順
で
あ
る
。

表

裏

①



― 123 ―

②

⑥

③

⑦

④⑤
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⑧

⑫

⑨

⑬

⑩⑪
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⑭

⑱

⑮

⑲

⑯⑰
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⑳

㉔

㉑

㉕

㉒㉓


